
＜パネリスト＞ （発表順）

①　中島　幹男　氏（都立広尾病院　救命救急センター医長）

「DMATの活動」

②　伊藤　雅史　氏　（東京都医師会　理事）

「都医療救護班の立場から」

③　中井　章人　氏　（日本医科大学多摩永山病院　副院長）

「災害と周産期医療」

④　松本　賢芳　氏　（日本赤十字社災害医療コーディネーター）

「熊本地震－派遣報告－」

⑤　湯澤　伸好　氏　（東京都歯科医師会　総務理事）

「被災地における歯科医療活動」

パネリスト発表



DMATの活動 
 

 都立広尾病院 救命救急センター 

  中島幹男 
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災害 

広範囲大規模災害 

局地災害 

多数傷病者発生事故 

2 

 
自然災害 地震、台風、津波、噴火 

技術的  工場、車両、航空機、核施設 

社会的  テロ、事件、ハイジャック 



災害のサイクル 
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災害医療EMERGENCY CARE 2007,MCメディカ出版を改変 

災害発生期 

救援期 

復興期 

静止期 

前災害期 

急性期 

亜急性期 

慢性期 

準備、予防、 
防災・減災対策 

調査・研究 

復興、復旧 

超急性期 
対応 

DMAT 

医療救護班 

地元医師会 
ボランティア 

行政・保健所・
災害医学 

行政・組織・ 
個人 



DMATとは？ 
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災害の急性期(48時間以内)に活動できる 

機動性を持った、 

トレーニングを受けた医療チーム 



伊豆大島土石流災害 
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©Google 

患者搬送 



瓦礫の下の医療 

伊豆大島土砂災害 
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交通事故 

工場での機械挟まれ 

化学物質事故 

転落事故 



8 

列車事故 

温泉施設爆発 



DMATの役割 

瓦礫の下の医療 

現場救護所 

病院支援 

患者移送 

情報収集 

メディカル・コントロール 
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発災後の急性期 



東日本大震災 
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広域搬送 



熊本震災 病院支援 
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@熊本赤十字病院 



熊本震災 DMAT本部 
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現地の医療ニーズの把握 

病院支援？ 

患者移送？ 

避難所での診療？ 

現場救助？ 

情報戦！ 



DMATは自己完結 
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衣・食・住 

移動手段 

資機材 

医薬品 



DMAT隊員は 
普段何をしているのか？ 
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医師 

看護師 

ロジスティックス 
     事務, 薬剤師, 放射線技師 
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東京消防庁と合同訓練 



普段  

救急医療 

重症・集中治療 

総合診療 

16 

備えよ常に -Be prepared- 

不断 

火事場の馬鹿力には期待できない 

いつなん時、いかなる場所で、いかなる事が起こった場合 

でも善処ができるように常々準備を怠ることなかれ 

ボーイスカウト日本連盟 



平成28年度「救急の日」シンポジウム
Ⅱ-(1) パネルディスカッション

「都医療救護班の立場から」

東京都医師会病院 防災担当理事社会医療法人社団慈生会等潤病院 理事⾧
伊藤 雅史

20160909 救急の日シンポ

熊本地震における病院支援（阿蘇医療センターなど）における支援活動



災害時の医療救護活動

20160909 救急の日シンポ

東京都防災計画震災編より
病院支援

東京JMAT(Japan Medical Association Team)



初動医療体制の確立

20160909 救急の日シンポ



初動医療体制の確立

20160909 救急の日シンポ



熊本地震；東京都医師会医療救護活動

20160909 救急の日シンポ

都内DMAT



熊本地震医療救護活動

20160909 救急の日シンポ

↓



熊本地震医療救護活動

20160909 救急の日シンポ

X阿蘇立野病院



阿蘇医療センター

20160909 救急の日シンポ

↑2014年8月竣工
←免震構造

病院支援の光景 →



ADRO (Aso Disaster Recovery Organization)
阿蘇地区災害保健医療復興連絡会議

20160909 救急の日シンポ



ADROの活動
参加機関:熊本県、阿蘇市、阿蘇保健所、阿蘇医療センター、阿蘇郡市医師会・歯科医師会・薬剤師会、警察、消防、自衛隊、日本赤十字社、DPAT(災害派遣精神医療チーム)、JRAT (大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議)、阿蘇リハビリテーション広域支援センター、社会福祉協議会、HuMA (災害人道支援会)、ICT (感染コントロールチーム)、 ADRO事務局、各医療救護チーム他

20160909 救急の日シンポ



ADROの活動
活動内容:＊医療ニーズの分析＊情報共有＊避難所、高齢者・介護施設支援阿蘇エリア・西原エリア・南阿蘇エリア＊病院支援大阿蘇病院、阿蘇医療センター、阿蘇温泉病院→ 看護師・コメディカルのニーズが高い＊ADRO ICT （感染対策チーム）ノロウイルス・インフルエンザ対策衛生管理の指導（トイレ清掃、吐瀉物の処理）＊深部静脈血栓症（エコノミークラス症候群）対応

20160909 救急の日シンポ



東京JMATの活動
＊発災初期に帝京大・横浜市大チームの先遣隊
＊4月26-27日 東京都医師会副会⾧視察
＊5月1日～31日 JMAT 10チーム派遣

1~16日 ADROでの医療救護活動
15~31日 SADRO（South ADRO）

SADROにおける統括（コーディネーター）
南阿蘇地区の避難所医療救護

＊東京都医師会職員の派遣
20160909 救急の日シンポ



首都直下型地震が起こったら

・都医療救護班は地域の救急医療機関が担う→ 災害時にも地域における救護活動の中核

・自院の安全確保、業務継続計画(BCP)
・ 区市町村地域防災計画における医療救護活動

→ 地域に根差した医療救護訓練を平素より！

・東京都等との支援・受援連携

20160909 救急の日シンポ

東京湾北部地震（M7.3) 多摩直下地震（M7.3)



等潤病院災害時BCP

20160909 救急の日シンポ

約10か月間、毎月1回、各
部門の責任者20名以上
で会議を行い策定。

各フェーズ・部署ごとの行

動計画を具体的に記載。

←直後の対応

行動計画

↓超急性期の対応

↓被害想定



地域との合同防災訓練

20160909 救急の日シンポ

平

成26
年

等

潤

病
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防
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練↓
平

成27
年

足

立

区

総

合

防

災

訓

練↑



地域の避難所訓練への参加

20160909 救急の日シンポ



ご清聴有難うございました

20160909 救急の日シンポ


